
ふるさと　呉をまもりたい

呉市在住の皆様

原子力安全協定締結への市議会決議請願署名のお願い

呉市から直線で約８５ｋｍの所にある四国電力伊方原子力発電所３号機の再稼動が目前に迫っています。

■伊方原発３号機の危険性について

１、ウラン用原子炉で、ウランよりも熱エネルギーが大きく溶融点の低いプトニウムを使用

２、事故の原因となる可能性の高い「蒸気発生器」を持つ

３、使用済み燃料プールに大量の使用済み核燃料が満杯に置かれている

４、南海トラフ地震の震源域・中央構造線断層帯の直近にあり大地震に見舞われる可能性が大きい

５、平常時でも細胞内に取り込まれやすい有害なトリチウムを大量に放出

■もし伊方原発で過酷事故が起こったら広島は？

原子力規制委員会のシュミレーションでは、７日間で４ミリシーベルトの被曝線量になります。防護服を

着ていても長時間は留まれないレベルの放射線で原子力災害対策指針で定める「一時移転」の対象と

なります。伊方原発再稼動は私達の生命・安全・環境・財産を脅かす行為です。

そこで呉市議会に「四国電力伊方原発に対する原子力安全協定締結への呉市議会決議を上げてください」

という請願を出したいと思います。呉市議会が危機感を持ち市民の代弁者として市民を守るために

行動することを促したいので皆様、御協力お願い致します。

原子力安全協定とは→原発の立つ県・市町村や周辺の市町村が電力会社との間で結ぶ紳士協定。

　　　自治体が異議をとなえれば無視はできない。

主な内容　◎周辺環境における放射線の共同監視　

◎異常時における情報の迅速な連絡・通報義務

◎地方自治体による立ち入り調査・安全措置要求の受け入れ

◎施設の新設または増設、変更に対する地元の事前了解



呉市議会議長　様

　　

呉市中心部から直線距離で約８５ｋｍの所に四国電力の伊方原子力発電所（伊方原発）があります。

２０１３年７月に四国電力は伊方原発３号機の再稼動申請しました。

原子力規制委員会の規制基準を満たしていることと安全であることは全く別のことです。

伊方原発はきわめて危険な原発で私達市民にとって原発事故は起きるものとして捉えなくてはいけません。

そのためにも事故が起きた場合に正確な情報を早急に得ることのできる安全協定締結は重要です。

事故を防ぐためにも安全協定に呉市が加わることは意義があります。

私達、呉市民は市民の代弁者である呉市議会に次のことを求めます。

要請：　四国電力伊方原子力発電所に対する原子力安全協定締結を

呉市議会で決議して下さい

ふるさと呉を守る市民の会

（署名送付先）　　〒７３７－０００３　　　呉市阿賀中央２－４－１４　　　石橋　純誓　　℡７４－９２２２
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